
等速度運動	
等速度	(等速直線運動)	

一定	(constant)	速さ	
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等加速度運動	
等加速度	

一定の加速度で直線運動	
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等加速度運動	

v = v0 + at
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等加速度運動	
例題	

から、	

v = v0 + at
x = v0t +

1
2
at2

を導け。	

v2 − v0
2 = 2ax

等加速度運動の速度と変位の式	



変位と　　　グラフの面積	v− t
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変位〜速度〜加速度	

微分	

積分	

a = dv
dt

変位	 速度	 加速度	

x v = dx
dt

微分	

積分	



等速度運動	:		

例題	

等速度運動と等加速度運動の変位と加速度を定義式から導け。	
t = 0

v = v0
v = v0 + at等加速度運動	:	

(但し、初期条件は	 とする。)	で	x = 0
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3.4	時間微分と時間積分	
問題11　22ページ	
問題12　23ページ	

	




